
インジェクション車に強化クラッチの装着        平成 17年 2月 18日 
 
 
 
 今回はインジェクション用のエンジンに強化クラッチを組み込んでみましょう。ミニのイン

ジェクション車はフライホイルに組み込まれているピックアップリング（リラクターリング）

でクランク角信号（回転信号）を取り出しています。専用のクラッチカバー以外を使用する場

合リラクターリングが正規の位置にならず、点火時期の位相で調子が悪くなる場合や、エンジ

ン始動しない状態になります。リラクターリングを正規の位置に打ちかえる事により、全ての

クラッチカバーが使用できるようになります。今回使用したカバーは品番「ＨＥ３８６４」で

ＥＲＡなどに使用の純正強化品です。そのまま組んでしまうと数十度クランク角進んでしまう

ため、リラクターリングをクランク角の位相分戻しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

はじめにクランク角のズレを正確に測定

する為に、バルブタイミング測定用の円

分度器を装着して、基準位置出します。

今回は１番圧縮上死点で出しています

が、基準なのでどこでも構わないでしょ

う。 

０点を出したらノーマルカバーのフライホイル位置をマーキングします。この位置が

本来あるべきフライホイルの位置ということになります。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上の写真が強化カバーを装着した事によるフライホイルの取り付け角度のズレです。マー

キングを本来の位置に戻して先ほど装着したクランク角測定用の円分度器にて位相角を

読むことで、実際に何度ずれていたか確認できます。使用するカバーによってズレ角の違

いが有るので、装着するカバーごとに測定したほうが正確でしょう。 

左がフライホイルから抜いたリラクター

リングです。位相角分ズラして打ち込む

ことでクランク角信号のズレを解消しま

す。又若干角度を変えて装着する事で、

点火時期をずらすことも出来ますが基本

的にはお勧めしません。又完璧に位相角

分ずらすことは難しいと思いますので、

点火時期コントローラー等の装着をお勧

めいたします。 

角度を合わせてリラクターリングを打ち

込みます。後は通常のクラッチ交換と同じ

用に組みあげて装着～最後にクランク角

のチェックをして終了です。インジェクシ

ョン車の場合アイドリングでの点火時期

は一定では有りませんが、事前に測定して

おくことも重要だと思います。 


